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研究成果の概要（和文）：タイの山地民は、前世紀の後期まで国家と資本の外部を生きていた人びとである。た
だし、近年、タイ国民として外国に移住労働に行く山地民が増えている。本研究はこうした変化に注目して、タ
イ北部や日本での調査を行い、タイの山地民による移住労働が近年急速に拡大している実態を明らかにした。山
地民の出稼ぎ先は韓国がもっとも多く、それ以外としては台湾や日本、イスラエルを含めた中東、オーストラリ
アやヨーロッパも彼／彼女たちの移住労働の候補地となっている。このような山地民の移住労働者化は、彼／彼
女たちが「タイ国民になる」契機であると同時に、山地民として暮らしやコミュニティの維持にもつながってい
る。

研究成果の概要（英文）：Hill people in Thailand were living outside of the nation-state and capital 
until the late in the previous century. However, in recent years, there has been an increase in hill
 people migrating abroad as Thai nationals. This study, focusing on such shifts, conducted research 
in northern Thailand and Japan, revealing the rapid expansion of migrant labor by hill people. The 
most popular destinations for migrant labor among hill people are South Korea, followed by Taiwan, 
Japan, the Middle East including Israel, and also Australia and Europe.The transformation into 
migrant laborers also is an opportunity for them to "become Thai nationals" while simultaneously 
contributing to the preservation of their way of life and community as Hill people.

研究分野： 社会学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
かつて国家や資本の狭間や外部を生きていたタイの山地民が、近年新たに国民化や労働力化されていることを実
証的に示した。それによりグローバル化時代における民族的マイノリティの包摂や統合とともに、マイノリティ
の独自の生き延び方の可能性と困難を具体的に把握することができた。また、日本を含めたいわゆる先進国で進
む移民化や移住労働者への依存の高まりを考えるための視座を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）資本の世界化によって地球が単一の市場に覆われた現代、反発や不協和音を引き起こしな
がらも国境を越える人間の移動が爆発的に増加している。しかしながら、そうした事象を移動す
る者たちが解放され新たに移動する権利を獲得した結果とするだけでは、その実相をとらえ損
ねてしまう。いま、人間の国境を越える移動は、これまで以上に法制度を通じて国家によって厳
しく管理・監視され、資本によって統制・序列化されいる。また、移動元と移動先の関係性、そ
れぞれの社会の価値観等からも影響を受けており、国境の内部に閉じ込められていた人びとが
どこへでも自由に移動できるようになったわけではない。とりわけグローバル化が進むなかで、
国境を越えて移動する者の多くを占めているのは、ポスト・フォーディズムと新自由主義の浸
透・拡大、人口減少等によって経済的に豊かな国で需要が高まっている周縁的な労働の担い手で
ある。彼／彼女たちは恵まれたエリートではなく、そのほとんどは国家に管理され、資本に値踏
みされる途上国の出身者である。 
 
（２）近年、増加する国境を越える移住労働者の列に、かつて国家や労働市場の外部に置かれて
いたマイノリティたちが新たに組み入れられている。本研究で事例としてとりあげるタイの山
地民はそうしたマイノリティである。彼／彼女たちの多くは、前世紀の後半まで東南アジアの山
岳地帯を移動しながら国家と資本の外部あるいは余白と呼びうる領域で独自の暮らしを維持し
てきた。それは、国家に帰属する国民や資本に貢献する労働者とは異なる論理や価値を内在させ
たものであった。だが、タイの領域内に暮らしていた山地民たちは、冷戦の終結やタイ政府によ
る同化や開発政策によって徐々に近代国民国家に内部化されることになる。それは規範的なタ
イ人化されるということではなく、「内的他者」としてあつかわれるもので、長い間、多くは無
国籍状態に置かれてきた。しかし、最近ではようやく定住化した山地民の大半がタイ国籍を取得
し、タイ社会で教育を受け、就労することが当たり前になりつつある。それは、山地民というマ
イノリティがタイ社会へ編入される新しい段階に入ったということなのだが、他方で彼／彼女
たちのなかにはタイのパスポートを取り出稼ぎ労働者として東アジアや中東諸国を目指す者が
増えている。 
 
 
２．研究の目的 
（１）タイ山地民による移住労働の実態を把握し、それが彼／彼女たちの暮らしやアイデンティ
ティ形成にいかなる影響を与えているのか、彼／彼女たち自身が移住労働という新たな移動を
どのようにとらえているのかを明らかにする。 
 
（２）現代東アジアにおけるグローバルな底辺労働力の争奪が新たな労働力の発見・編成を促し
ていることを具体的に把握するとともに、その争奪のなかに新たに国家に包摂されたマイノリ
ティたちがどのように参入しているのかを明らかにする。 
 
（３）かつて移動することで国家や資本の「余白」を生き抜いていたタイ山地民にとっての移住
労働の意味を分析し、現代世界における「余白」（の不／可能性）について考察する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）タイ山地民の暮らす北部タイでの実態調査を行った。具体的には、①タイの山地民の移住
労働の動向を広く把握するための聞き取りをチェンライ県を中心にタイ北部各県の山地民集落
や山地民支援 NGO を対象に行った。②特定の山地民の村に焦点をあて移住労働の実態調査をチ
ェンライ県メースゥアイ郡ワーヴィー地区のアカの村で行った。③労働者を外国へ送り出す機
関やリクルーターへの聞き取りをチェンライ県とバンコクで行った。 
 
（２）タイ山地民の移住労働先である日本で技能実習生や非正規就労者として働く山地民労働
者への聞き取り調査を行った。また、短期間の台湾での調査も行った。当初はもっとも多くの山
地民が移住労働先としている韓国での実態調査を実施する予定であったが、新型コロナウィル
スの感染拡大によって聞き取りを予定していた時期に対象者や協力者との調整がつかず調査を
実施できなかった。この点については、タイでの調査で韓国からの帰国者への聞き取りやオンラ
インでの聞き取りを行い、韓国での山地民の移住労働について情報を収集した。 
 
（３）現代における移住労働やグローバル化とマイノリティの関係性に関する研究や資料の収
集と読み込みを行い、本研究の調査で得られた知見とすり合わせながら考察を行った。 
 
 



４．研究成果 
（１）タイの山地民の移住労働については、タイ国籍を取得していることが前提となっているが、
民族ごとに移住労働に関して決定的な違いがあるとはいえない。この度の現地調査ではアカや
モンが外国への移住労働をする割合が比較的多い印象を受けたが、それ以外の山地民も移住労
働をする者は確実に増加している。はっきりと確認できたのは、タイ人同様、山地民も民族を問
わず若い世代ほど移住労働を現実的な選択肢としている傾向である。移住労働を経験した／い
ている山地民への聞き取りでは、特定の民族であるること以上に山地民であることや貧しさが
移住労働の要因であるという認識が強かった。また、移住労働を具体的のきっかけとしては、親
族や知人の誘い、学校の教員や友人の紹介、リクルーターや仲介者との接点をあげる者が少なく
なかった。 
 
（２）現在、タイの山地民の移住労働先は韓国がもっとも多い。韓国では、東北タイの出身者を
中心におよそ 20 万人のタイ国籍者が働いているいわれているが、その数の一部は北部山岳地帯
出身の山地民が占めている。韓国で働くタイ国籍者の大半が非正規滞在者とされているが、山地
民についてもそれはあてはまる。賃金の高さ、（非正規滞在者であっても）比較的容易に仕事が
みつかりやすいこと、在韓タイ人や山地民の数の多さ、韓国文化への関心などを理由をあげなが
ら、韓国へ働きに行くことを望む若い山地民が増えている。ただし最近は、合法的就労での選抜、
観光目的での入国が厳格化され、正規であれ非正規であれ韓国に働きに行くことが難しくなっ
ている。韓国以外の移住労働先は、台湾、日本、イスラエルを含めた中東諸国等である。タイ人
と同様に山地民にとっても 1990 年から 2000 年代にかけては台湾が最大の移住労働先であった
が、近年は減少傾向が続いている。一方で、最近ではイスラエルや日本に働きに行く山地民は珍
しい存在ではなくなりつつある（2023 年 10 月 7 日のハマスによるイスラエル襲撃によって多く
のタイ人農業労働者が犠牲となったが、そのなかには山地民出身者もいる）。聞き取り調査では、
日本やイスラエルを選択した者のなかには本当は韓国を希望していた者が少なくなかった。ま
た、近年では、オーストラリアやアイルランドやポーランドといった国々にも山地民の移住労働
先は広がっている。 
 
（３）山地民の移住労働の増加は、平地のタイ人社会と同じく消費社会化が拡大・深化している
ことが要因となっている。聞き取りでは、山地民の移住労働者の多くが、経済的な成功を得ると
いうよりも、日々の暮らしを成り立たせることが移住労働の目的だと語っていたが、それもまた
平地のタイ人社会と同様の傾向だといえる。また、多くの山地民にとって移住労働がタイ人とし
ての意識やアイデンティティを強化する経験になっている。タイのパスポートを所持して外国
へ渡航し、タイ人としてタイ人と共に働くという経験は山地民の「タイ人化」を促進する契機に
なっている。他方で移住労働によりいくらかの経済的な蓄えをつくることが、山地での暮らしを
支えているという場合もある。山地での農業を拡大させたり山地と平地の双方に拠点を作った
りする者も出始めている。こうした動きは、国家や市場に内部化された山地民の新しい生存のあ
り方とも言える。ただし、そうした展開は山地民社会の従来あった紐帯の再構成や喪失、格差拡
大とも無縁ではない。 
 
（４）今後は、拡大が続くことが予想される山地民の移住労働の動向を追いつつ、それが彼／彼
女たちのアイデンティティや紐帯、コミュニティ形成にどのような影響を与えるのかを継続し
て調査を行い、考察を深めたい。また、タイの山地民の事例を通して、移住労働の拡大・深化と
マイノリティの国民化や周縁労働力化の連関についての分析を進め、グローバル化時代におけ
るマイノリティと国家や資本との関係性について理論化し、それの成果を社会化したい。 
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